
第２学年 保健体育科学習指導案 

１ 単元名 Ｅ「球技」 ネット型 バレーボール 

 
２ 指導の立場 

(１)単元・題材について 
【○ 運動の側面】 
バレーボールは，ネットを挟んで相対し，空中にあるボールを「落とす～落とさない」とやりとりす

る競技である。ゲームでは，味方コートのボールをなんとかつないで，相手コートに落とそうとする。

それに対して相手も落とさないようにボールを拾い，攻めに転じようとする。このようなやりとりをう

まくすることがバレーボールの学習課題であり，面白さであると言える。したがってバレーボールは，

このやりとり「ラリー」の姿をゲームの様相として発展的にとらえ，指導にあたることが大切である。 
生徒は、この第２学年でほぼ初めてバレーボールを学習する。本学年については、バレーボール学習

の中学校での出口として、第３学年で「３段攻撃が多いゲームができる」を想定している。よって、こ

の第２学年では、ボール操作としてオーバーハンドパス、アンダーハンドパス、アンダーハンドサーブ

などの基底技能を身に付けさせ、ゲームの様相として「3 本返球で整えて攻めるゲームができることを

目標とする。 
【● 集団の側面】 
 第２学年では，「球技に積極的に取り組むとともにフェアプレイを守ろうとすること，分担した役割

を果たそうとすること，作戦などについての話合いに参加しようとすることなどや，健康・安全に気を

配ることができるようにする。」ことをねらいとしている。バレーボールは複数のメンバーで構成され

るため，お互いの気持ちを揃えたり，動きを約束しあったりしなければうまくゲームが展開できない。

つまり集団のまとまりが強く要求される運動である。だからこそ，グループ練習での励まし合いや教え

合いを大切にし，安全に気を付けながら活動ができ，仲間の頑張りや伸びを認め合いながら共に高まり

合える温かな学習集団を目指したい。 
 
(２)生徒の実態について 
事前ｱﾝｹｰﾄを行った結果，以下の回答が挙げられた。 

設   問 回答(対象３３名 欠席１名) ( )内の数字は人数 

バレーボールは 
好きですか？ 

好き( １０ )    嫌い( ２１ ) 

◇理由 

【好き】楽しい，うまくできた時が気持ちいい，アニメをみて凄いと思った 
    みんなで喜びも悔しさも共有できる 
【嫌い】やったことがない，球技が苦手，痛い，仲間に迷惑がかかる， 
    難しい，楽しくない，うまくできない 

授業で大切に 

したいこと 

失敗を責めない，声かけ，素早く動く，笑顔，ひたむきに練習する，呼びかけ 
アドバイス，楽しむ，マイナス発言をしない，協力，教え合い，明るい空気 

【○ 運動の側面】 

 生徒は，１年生の時に２時間だけバレーボールの学習をしているが，保健体育の授業として，本格的

に学習するのは，この２年生からである。また，本校には男子バレーボール部もないため，ほとんどの

生徒がバレーボールの技能が身についていない。さらに，アンケートの結果から，半分以上の生徒がバ

レーボールを嫌っている現状であることがわかった。その理由として，「痛い」「失敗すると迷惑がかか

る」「難しい」といった思いを抱いていることが分かった。 

 しかし，好きな生徒と嫌いな生徒のいずれも「頑張りたい」「楽しくやりたい」「仲間と声をかけあっ

て明るい雰囲気で行いたい」など，授業に対して意欲的であることがわかった。 

【● 集団の側面】 

 １学期に同じＥ「球技」のソフトボールの単元を学習した。 

《良い面》 

◇ 素早く集合し，自分たちで道具を準備して素早く授業に入ろうという姿があった。 

◇ ルールを守り，周りに声をかけてから始めるなど，安全に気をつけて行う姿があった。 

◇ 課題解決に向け，仲間や教師の言葉に対し素直に耳を傾け，取り組もうとする生徒が多い。 

 

 

日 時 平成 29 年 10 月 31 日(火) 第 5校時 
学 級 2 年 1・2 組 (男子 33 名) 
場 所 体育館 2Ｆ 
授業者 内藤 雄輝 



《課題面》 

 ◆次の活動を見通して、行動する力が弱い。 
(３)指導にあたって 
 本単元では，基本技能（オーバーハンドパス，アンダーハンドパス，アンダーハンドサービス）を身
につけて，３本で整えて攻めるゲームができることをねらいとする。 
そのために，まずは基本技能であるオーバーハンドパス，アンダーハンドパス，アンダーハンドサー

ビスを確実に身に付ける。基本技能を身につけた上で，３本返球の流れ（レシーブ，トス，返球）を学
習していく。本単元では，基本技能を用いて３本で整えて攻めるゲームができるようになるために，高
いボールでつなぐことや，カバーし合うことをポイントにしながら，「すばやく入ることがボールを高
く上げることにつながるんだな」といった生徒たちの気付きを大切にしていきたい。 

本時（第９時）では，前時のゲームの返球率と勝敗から，１本目を高く上げることで２本目・３本目

もつなぎやすくなる」という気付きから，さらに３本返球率を高くしていくために，２本目のトスを高

く上げることにこだわる。 
 

 

３ 研究主題「できる・分かる喜びを自信に変えて学び続ける生徒の育成」とのかかわり 

【研究内容１】 終末の 10 分の持ち方を工夫する 

  
 
 
 
 
おと 
 
 
 
 
 
 

 

【研究内容２】 できた・分かったと生徒が実感できる教師の働きかけを工夫する。 

 《「２本目（トス）を前衛に高く上げることができた」と実感できるようにするための手立て》 

【動きを明確化する。】 

本時は３本目を相手コートに返球しやすいように，２本目（トス）を前衛に高く上げることが課題

である。１本目「前衛中央（セッター）へ上げる」→２本目「前衛の頭上 1.5ｍに上げる」→３本目「相

手コートに返球する」という動きを生徒が意識しやすくするため，前半練習では１本目をなくして２

本目のトスを前衛に高く上げることに集中させる。２本目を前衛に高く上げることに集中した上で，

サーブからの３本返球の練習を行う。スモールステップで段階を追って練習を行うことによって，本

時身につけたい技術を何回も反復して練習してからゲームに入るようにすることによって，自信をも

って取り組めるようにする。 
 

 

《保健体育科 終末の持ち方》 
□グループ反省会，全体反省会の位置付け 
【課題の達成度を確認  ⇒ できたことの価値付けとできていないことの明確化 ⇒ 次時の課題づく
り】 
グループ反省会において，「１本目をセッターに山なりに上げることができたか？」「３本目が返球

しやすい２本目（トス）を前衛に上げることができたか」「３本返球率は前時と比べてどうなったか」
を確認する。  
グループで検討したことを，全体反省会で確認する。「高いボールをつなぐことによって，返球率が

上がった」といった成果を価値付け、「ゲームになると高く上げることが難しい」といった課題の意見
を次回の課題として取り上げる。できた生徒に対しては自信をもって次回も取り組むことを大切にし，
うまくできなかった生徒がいた場合は「ここを意識して，もう少し練習すればできるようになる」と，
次時の授業の見通しをもてるようにする。 



 

 

４ 単元指導計画   ２年生男子「バレーボール」 (全１５時間)  

単元目標 ○基本技能（オーバーハンドパス，アンダーハンドパス，アンダーハンドサービス）を身につけて，３本で整えて攻めるゲームができる。 

       ●お互いの動きを見ながら，励ましあったり，教えあったりすることを通して，共に高まり合える仲間をめざす。 

 

時 学 習 内 容 学 習 活 動 教 師 の 指 導 ・ 援 助 

計 
 

画 

1 

運動の側面 集団の側面 運動の側面・集団の側面 運動の側面 集団の側面 
【ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ】 
○めざす運動の姿を

理解できる。 

 

●めざす集団の姿を
理解できる。 

 

・学習ｶｰﾄﾞや示範・VTR 等から単元全体の流れを知り，見通しを持つ。 
・運動の側面・集団の側面における目標，めざす仲間の姿を決める。 
＜役割＞ L(ﾘｰﾀﾞｰ)，PO(技能面)，MO(態度面)，記録係， 

ゼッケン係，集配係 
・１ｸﾞﾙｰﾌﾟ５，６人×６ｸﾞﾙｰﾌﾟ  
・リーダー選出，グループ決め 
・アンケートの実施。 
・１時間の流れ・約束事を確認する。 

 
○オーバーハンドパス 
・ボールをとらえる位置→ボールの真下に入り，おでこの上でキャッチ 
・腕の使い方→肘を曲げて親指，人差し指，中指の三本でボールに触れ，

受け止める。そのあと， 
●パスをするとき全員が大きな声で数を数える。 
〈ドリル学習〉 
・手首を使う練習→２人１組となり，相手が押さえ込んでいるボールを，

押し返す。 
・ボールの下に入る練習→「１・２・３」の３で，相手が投げたボール       
 の真下に入っておでこの上でキャッチする。 
・キャッチして返球する練習→一回おでこの上でキャッチしてから相手 
 に返す。 
●「ナイス」「今のボールの上げ方よかったよ」「もう少し足を前に出し 
 て，ボールの下に入るとうまくいくよ」など，励ましたり，教えあ 

ったりする声を大切にしながら活動する。 
 
○アンダーハンドパス→技術ポイントの確認 

・二人一組となり，相手が投げたボールをアンダーハンドパスで確
実に返す練習。 

 ⇒膝（足）を使って，ボールを「打つ」のではなく，「運ぶ」イメ
ージで行う。 

○アンダーサーブ 
 ・各グループミニコートを使って，半分に分かれて，交互に相手コ

ートにいる仲間にパスを出す。 

〇学習カードや示範・映像等

により，めざす姿を具体的

に示し，学習目標を明確に

つかませる。 

〇アンケートをとり，生徒の

実態を把握する。 

 

●めざす仲間の姿を具体的

に語り，ｲﾒｰｼﾞさせる。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

基
底
技
能
の
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2 
3 
 

【オーバーハンドパス】 

○オーバーハンドパ
スを身につけ、相
手コートに返すゲ
ームができる。 

●ﾘｰﾀﾞｰの指示でま
とまって素早く活
動できる。 

・全員で声を出して
取り組むことにこ
だわる。 

○オーバーハンドパスの技

術ポイントを示範する。 

・「ボールの下に入る」とい

う意識を持つ。うまく返球

できない生徒には，おでこ

の上でキャッチできるよ

うにする。 

●まとまって学習できてい

るｸﾞﾙｰﾌﾟを褒め,ﾘｰﾀﾞｰの

役割の果たしぶりとつな

げて全体会で価値付け

る。 

 

4 
5 
 
 

【アンダーハンドパス】 

〇アンダーハンドパ
スを身に付け、連
絡し合って確実に
相手コートに返す
ゲームができる。 

 
 

●お互いの動きを見
て，励まし合った
り，教え合ったり
できる仲間にな
る。 

・積極的に取り組む
ことができない仲
間に，励ましの声を
かけることができ
る。 

○アンダーハンドパスの技

術ポイントを示範する。 

・使い分けが上手くできない

生徒には，オーバーハンド

パスのみで続けさせて，オ

ーバーハンドパスで返球

しづらい時に，「そこでア

ンダーハンドパスを使う

んだよ」と，指導する。 

●みんなで励ましの声をか

け合い雰囲気を盛り上げ

ることが，技能の向上に

大きく関わることを説明

し，一人一人が声を出す

ように促していく。 

●全員が公正公平な審判が

できるように審判の仕方

を確認する。 

6 
 

【アンダーサーブ】 

〇アンダーサーブか
らのレシーブを連
絡し合って、確実
に相手コートに返
すゲームができ
る。 

●お互いの動きを見
て，励まし合った
り，教え合ったり
できる仲間にな
る。 

・上手くできない仲
間に，丁寧に教え
ることができる。 

○アンダーサーブの技術ポ

イントを示範する。 

・ボールが上手く飛ばない生

徒には，打つポイントが高

くなっていることが予想

されるので，投げずに低い

位置で捉えることを確認

する。 

 

●技術ポイントを意識した

具体的なアドバイスがで

きている生徒を紹介し，

価値付ける。 

●失敗したとき「ドンマイ」

「次決めよう」など，プ

ラスの声掛けができてい

る姿を価値付ける。 

 

 



 

基
底
技
能
の
活
用 

７ 
８ 

【サーブレシーブ】 
〇１本目を前衛中央

（セッター）に山な

りに上げて、3 本で

整えて返すゲーム

ができる。 

●アドバイスや励まし
合いの声を積極的に
かけ合える仲間にな
る。 

・リーグ戦に向けて，
相手に勝つことがで
きるように声をかけ
合うことができる。 

○サーブレシーブの動きを理解する。 
【技術ポイント】 
・ボールの正面に入る。 
・返球する時に，おへそを前衛中央に向ける。 
・返球しない周りの生徒は，ボールが前衛にあがらなくても３本で返

球できるようにおへそを返球する生徒にむける。 
 
 
○セッターの動きを理解する。 
・素早くボールの真下に入る。 
・可能な限り，オーバーハンドパスを使う。 
・１本目のボールが来た方の前衛に，高いボール（頭上１.５ｍ 

くらい）をあげる。 
 
【練習方法】 
①両手下投げでセッターへ 
②オーバーハンドパスで高く 

山なりに上げる 
③オーバーハンドパスで 

相手コートへ返球 
 
 
○カバーの動きを理解する。 
 【カバーの動き】 

・１本目を返そうとしているプレイヤーの周りを囲む。 
  ⇒おへそを向ける 
 
○ミニコートで３対３に別れて，落とさないように３本で返し合う。 
ゲーム 
 ・審判や記録のやり方，ゲームの流れを理解する。 
 
□リーグ戦 
・１５点×5試合 
・２コートに分かれて行う。 
・余ったチームで審判・記録を行う。 
 
□反省会 
☆リーグ戦の結果から振り返る。☆課題達成度から振り返る。 
・自分の役割を果たすことができたか。 
・めざす運動の姿，仲間の姿になることができたか。 

○１本目を高く上げること

が難しい場合，周りのカバ

ーに入った生徒がもう一

度高く上げることを促す。 

 

●ゲームで勝てるように積

極的に声かけやアドバイ

スができているグループ

を紹介し，価値付ける。 

・仲間のよい姿を取り入れ

ながら練習に励む生徒を

紹介する。 

9 
本

時 

【トス】 
〇３本目で返球しや

すいように２本目

（トス）を前衛に上

げ、３本返球の多い

ゲームができる。 

●アドバイスや励まし
合いの声を積極的に
かけ合える仲間にな
る。 

・リーグ戦に向けて，
相手に勝つことがで
きるように声をかけ
合うことができる。 

○ボールがうまくつながら

ないグループに対しては、

まず高く上げることを大

切にして、ボールの下に素

早く入ろうとすることを

大切にすることを促す。 

●ゲームで勝てるように積

極的に声かけやアドバイ

スができているグループ

を紹介し，価値付ける。 

・仲間のよい姿を取り入れ

ながら練習に励む生徒を

紹介する。 

10 
11 

【カバー】 
〇カバーし合って，３

本で整えて攻める

ゲームができる。 

 

●共に高まり合える仲
間になる。 

・リーグ戦に向けて，
相手に勝つことがで
きるように声をかけ
合うことができる。 

○カバーの動きができてい

ないグループには，構えの

姿勢ができているか，１步

目を踏みだそうとしてい

るか，どこにボールが落ち

てくるか声をかけあって

いるか，原因を考えるよう

に促す。 

 

●ゲームで勝てるように積

極的に声かけやアドバイ

スができているグループ

を紹介し，価値付ける。 

・仲間のよい姿を取り入れ

ながら練習に励む生徒を

紹介する。 

12 
13 
14 

【リーグ戦】 
○基本技能を身につ

けて，３本で整え
て攻めるゲームが
できる。 

●お互いの動きを見な
がら，励まし合った
り，教え合ったりす
ることを通して，共
に高まり合える仲間
をめざす。 

〇真剣に試合に取り組む姿

や，練習の成果を積極的に

発揮する姿を価値付ける。 

 

●リーグ戦で仲間の頑張り

を認め合うことができて

いる姿を価値付ける。 

●全員が公正公平な審判が

できるように審判の仕方

やルールを確認する。 

反
省
会 

15 

【反省会】 

○リーグ戦の結果や
学習の足跡をもと
に振り返ることが
できる。 

●めざす仲間の姿にな
ることができたか振
り返ることができ
る。 

〇リーグ戦を通して，個人の

頑張りや技能の伸びを認

め，価値付ける。 

〇ｸﾞﾙｰﾌﾟとしての頑張り，よ

さを紹介し，認め，価値付

ける。 

●仲間の頑張りや伸びを認

め合えた姿や，励まし合

い，教え合えた姿，ｸﾞﾙｰ

ﾌﾟの成長した点を，具体

的な事実を通して全体の

場で認め，価値付ける。 

 



５ 本時のねらい〈運動〉○１本目を山なりでセッターに上げ，セッターは，３本目を返球しやすい２本目（トス）を前衛に上げ，３本返球の多いゲームができる。 
         〈集団〉●お互いの動きを見ながら積極的にアドバイスや励ましの声を掛け合うことができる仲間を目指す。 
６ 本時の展開（本時の位置 ９／１５） 

 学習内容 学習活動 教師の指導・援助 
○運動の側面 ●集団の側面 運動・集団 ○運動の側面 ●集団の側面 

つ
か
む 

 
 

計
画
会 

◆リーダーが中心となって，グループでそろって準備体操・ドリル
学習を行う。 

・本時の課題をつかむ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○示範と資料提示から技術ﾎﾟｲﾝﾄをつかむことができる。 

●前時の振返りから，練習の中で，お互いの動きを見ながら

具体的なアドバイスができている姿を紹介する。 

・（準備がある班は準備）体育館２周，準備体操 ，ドリル学習 
⇒ﾘｰﾀﾞｰが中心となって，ｸﾞﾙｰﾌﾟ全員がすばやく準備体操ができるよう
にする。 

①〈全体計画会〉 
・前時の試合の返球率を振り返る。 
【発問１】３本返球率を上げるためには，どんな動きが必要だ

ろうか？ 
⇒１本目を山なりで，セッターに上げる。 
⇒３本目を返球しやすいように２本目を上げる。 

【発問２】２本目でどのようなボールをどこに上げると３本が 
返球しやすいのか。 

    ⇒高いボールを前衛に上げる。 
 
○本時の課題の確認，練習方法の理解，安全面の確認，技術ポ
イントをつかむ。 

②〈グループ計画会〉 
・リーダーが進行を行い，課題を達成するための技能面と集団
面（安全面）の大切にするポイントを確認する。 
 
 
 
 
 
 
③〈ミニコートでのグループ練習〉 
（１）１本目をセッターに山なりで投げてからの 
   ２本目…返球しやすいトスを前衛に上げる。 
（２）サーブからの 
   １本目…山なりのボールをセッターへ上げる。 
   ２本目…返球しやすいトスを前衛に上げる。 
●Ｌはスムーズに練習を進めることができるように指示を出

す。PO は技術ポイントを意識して練習に取り組むことが出来
ているかを確認する。うまく出来ている仲間には「ナイス！」
「その調子！」うまくできない仲間には，「もっと早く真下に
入るといいよ」「そこは真下じゃないよ」「もっとひじカクす
るといいよ！」 

・コートの準備・準備体操・ドリル学習がすばや
くできるように声をかける。また，ドリル学習
がすばやくできているｸﾞﾙｰﾌﾟを価値付ける。 

①前時から，本時の課題につなげる。 
【発問１～２】 
返球率の高さと，試合の勝ち負けに注目さ
せ，なぜ返球率が高いのかを考える。意見
が出ないようであれば，前時の学習で大切
にしてきたこと（サーブレシーブを高く上
げる）を確認し，本時は３本目を返球しや
すくするための 2 本目をあげる練習である
ことを確認する。 

 
●前時の振り返りから，練習の中で，お互い
の動きを見ながら励まし合ったり，教え合
ったりできている姿を紹介し，仲間とのよ
い関わり合い方を確認する。 

ふ
か
め
る 

前
半
練
習 

 
 
 
 
 

中
間
研
究
会 

 
 

 

〈前半練習〉 
投げ入れ練習 
・相手コートの奥をねらう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈中間研究会〉 
〇グループ練習を振り返り，特

につまずきが見られる動き
や再度押さえておきたい技
能ポイントを確認し，ゲーム
につなげる。  

 
●励ましの声「ナイス」「い

いよ」「ドンマイ」などの
声をかけ合いながら学習
を進める。 

 
●やり方が分からない仲間

に丁寧に教えることがで
きる。 

 
●お互いの動きを見ながら，ア
ドバイスをし合う。 

 
●前半練習でかけ合えたア

ドバイスを確認し，ゲー
ムにつなげる。 

 
 

③上手くできない生徒
に声をかけ，一緒に技
術ﾎﾟｲﾝﾄを確認しなが
ら練習する。 

○動画を撮影し，動きや
上達を確認できるよ
うにする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③声が少ないグル
ープのＬやＭＯ
に失敗しても，
「ドンマイ」「大
丈夫」と明るい
雰囲気で練習で
きるようにさせ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

【研究２】 

（１）レシーブを省略しての３本返球 

・2 本目（トス）をオーバーで高く上げるこ

とができるように、ボールの真下にすばや

く入ることを意識付けする。 

（２）サーブからの３本返球 

・中央にボールが来るとは限らないので、い
つでも動けるように低い姿勢で構えてお
く。２本目（トス）を上げる時に、「オーバ
ーで」「○○に上げて」など 3 本返球につな
げるための声を積極的に掛け合うように
指導する。 

 

【練習終了時の意識】 
・２本目を高く上げるためには，
まずボールの真下に入ること
が重要だ。何回も練習して３本
目が返しやすい２本目を上げ
るぞ。 

○３本目が返球しやすい，２本目（トス）を前衛に上
げよう。 

●お互いの動きを見ながら，励まし合ったり教え合
ったりできる仲間になろう。 

【初めの意識】 
・１本目に上がってきたボールを、技術ポイントを意識してトスが

できるように頑張るぞ！ 

【本時の技術ポイント：セッターの動き】 
①素早くボールの真下に入る。 
②可能な限り、オーバーハンドパスを使う。 
③１本目のボールが来た方の前衛に、高いボール（頭上１.５ｍく 
らい）をあげる。 



 

 

 評
価 

 
【ゲーム】 
○練習の成果を発揮する。 
・２本目（トス）を前衛に 
高く上げて３本目で確実 
に相手コートに返球する 
ゲームができる。 

 
●動きに関わる声（「すばや

く」「オーバーで」）や励
ましの声（「ナイス」「ド
ンマイ」）の声を掛け合
う。 

●安全面に気を付けなが
ら，声を掛け合い，真剣
に取り組む。 

 
④〈中間研究会〉【約束練習からゲームへ】 
・うまくできている姿の紹介と，ゲームの流れを確認する。 
 
  

・２コートに分かれて行う。 
・５分×３試合 
・余ったチームは審判，記録 

●安全に，スムーズにゲームが行うことができるように，Ｌや 
 ＭＯを中心に声をかけあって活動する 
 
 
 
 
 
 
・練習やゲーム，記録から成果と課題を振り返る。 
 
 
⑦〈全体反省会〉 
・課題の達成度を確認し，次時の課題をつかむ。 

 
 
 
 

ま
と
め
る 

反
省
会 

【グループ反省会】 
○３本目を返球しやすい２本目

（トス）を上げることができ 
たか，グループで検討する。 

【全体反省会】 

 
●お互いの動きを見ながら

積極的にアドバイスや励
ましの声を掛け合う仲間
をめざせたか振り返る。 

 【終わりの意識】 
仲間が返球しやすいパスを出す

と、３本返球率を上げることが 
できるな。もっと安定したパスで

つなげていけるようにしよう。 

【研究１】 
⑥以下の事をグループで確認する。 
・１本目をセッターに山なりに上げるこ
とができたか。 

・３本目が返球しやすいトスを前衛に上
げることができたか。 

・３本返球率は前時と比べてどうなった
か。 

・どんな問題（課題）があるか。 
⑦全体で確認する。 
・上達した姿や，仲間との関わり方，課題

の達成度，問題点について確かめ合い，
次時の課題につなげる。 

⑤【ゲーム 】 
・２コートに分かれて行う。 
・５分×３試合 
・余ったチームは審判、ゲーム記録 

●安全に、スムーズにゲームを 4 行うことができるように、
ＬやＭＯを中心に声をかけあって活動する。 

 
⑥〈グループ反省会〉 
・練習やゲーム，記録から成果と課題を振り返る。 
 
⑦〈全体反省会〉 

・課題の達成度を確認し、次時の課題をつかむ。 
【評価規準】 
○３本目を返球しやすい 2 本目（トス）を上げること

ができたか。【技能】 
●積極的にアドバイスや励ましの声を掛け合うこと

ができたか。【集団】 
◇学習ｶｰﾄﾞ、練習の巡視、ゲームの巡視、ゲーム記録 


